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これまで、ドメイン名に使用できる文字

は英数字とハイフン（-）の37文字のみと

決められていました。しかし、インターネ

ットの広がりと利用者層の拡大、そしてド

メイン名の利用方法の変化にともない、

非英語圏の人たちから、母国語の文字も

使いたいという要求が高まりました。そ

の要求を受け、インターネットで使用され

るプロトコルの標準化を行っている

IETF という組織で、ドメイン名を国

際化する、つまりドメイン名に英数字とハ

イフン以外の文字も使えるようにするた

めの作業が行われました。その標準のこ

とを国際化ドメイン名（Internationalized

Domain Name; IDN）といい、まもなく

RFCとして発行されます。

日本語ドメイン名とは、IDNの技術に

基づいて、日本語で使われる文字、つま

り仮名や漢字を使って表されるドメイン

名のことです。日本語で使われる文字と

いっても定義が曖昧なので、ここでは日

本語ドメイン名とは、ドメイン名の登録業

者の規則に従ったサービスであると定義

します。たとえば、JPドメイン名の登録

を行っているJPRSでは、日本語ドメイン

名に使えるのはひらがな、カタカナ、漢

字（JIS第一／第二水準）と一部の記号

（・ーゝゞヽヾ々）と決められていま

す 。

IDNの標準では、IDNはアプリケーシ

ョンで処理されなければならないと決め

られています。利用者のインターフェイス

ではIDNは日本語で入力したり表示され

たりしますが、ネットワーク上では英数字

に変換された形（ASCII Compatible

Encoding; ACE）で扱われるためです。

したがって、日本語ドメイン名を利用する

には、IDNに対応したアプリケーション

が必要になります。すでに対応が開始さ

日本語ドメイン名とは

スパイウェア・アドウェアとその対策
今月のポイント

いまさら聞けない

日本語ドメイン名はもう始まっている
IEでもプラグインで今すぐ使える

日本語のドメイン名があるらしいんですが、私は英語のしか使ったことがありません。どうすれば使えるようにな

りますか？（東京都　Saizoさん）

いまだから聞きたい

このコーナーでは読者の皆さんの

インターネットに関する疑問や質

問にお答えします。「？」と感じたこ

とはどのようなことでも構いません

ので、下記のメールアドレスまでご

質問ください。なお、ご質問への

メールでの回答はできませんので

ご了承ください。

○ご質問はこちらまで

im-faq@impress.co.jp

れていて、MSIEなど既存のブラウザー

でもプラグインを追加することで日本語

ドメイン名のウェブサイトが参照できるよ

うになっています 。

日本語ドメイン名は、すでにJPドメイ

ン名では5万件以上、COM／NETドメイ

ン名では20万件以上が登録されていま

す。総務省のホームページに「http://総務

省.jp/」でアクセスできるようになったと

話題になりましたが、今後、積極的に利

用されるようになることが見込まれま

す。 （JPNIC IDN-TF米谷嘉朗）

http://www.ietf.org/

http://jprs.jp/doc/rule/saisoku-1-

wideusejp.html

http://www.jdna.jp/activities/survey/

browsers/
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データを破壊したり感染したりするウ

イルスはよく知られていることもあり、ウ

イルス対策ソフトを使っている人も多い

のではないでしょうか。しかしウイルス以

外にも、ユーザーが気づかないうちにさ

まざまなことをするプログラムがありま

す。

●スパイウェア：システム情報、ユーザー

の個人データ、ウェブ閲覧の履歴など

を収集して、ユーザーのインターネット

接続を使って送信するプログラム。

●アドウェア：自動的に広告を表示する

プログラム。スパイウェアのように情

報を収集するプログラムもある。

これらのプログラムは、フリーソフトを

インストールすると自動的にインストール

されてしまう場合があります。ユーザー

から明示的に許可を得ずに情報を漏洩

したりネットワークを使ったりするという

点で問題があるのですが、ウイルス対策

プログラムではひっかかりません。

これらの問題のあるプログラムがイン

ストールされていないかを調べるには、

Ad-aware やPestPatrol のよ

うなプログラムを使います。Ad-awareは

アドウェア対策プログラムでPersonal版

は非商用であれば無償で使えます。

PestPatrolはクラックツールなど多くの

迷惑プログラムに対応している商用ソフ

トです。どちらもウイルス対策プログラム

を使ったことがある人なら簡単に使える

でしょう。

ここではAd-awareを例にとってチェッ

クと対処の方法を解説します。

1.まずダウンロードページからAd-aware

をダウンロードします 。

2.インストールしてプログラムを実行した

ら、まず右上の地球儀アイコンをクリッ

クし、表示されるウィンドウで

［Connect］ボタンを押して最新の定義

ファイルをダウンロードします。ダウン

ロードが終わったら［Finish］ボタンを押

します（図1）。

3.右下の［Start］ボタンを押し、［Next］ボ

タンを押すとスキャンが始まります。

4.スキャンが終わると右下のボタンが

［Next］になるので、クリックします。見

つかったアドウェアなどが表示される

ので、削除したい項目のチェックボッ

クスをクリックしてチェックし、［Next］

ボタンをクリックします（図2）。

これで指定したアドウェアなどを隔離

して動作できない状態にしてくれます。た

だし、プログラムによってはアドウェアを

動作させることが利用条件に含まれてい

る場合もありますので注意してください。

（編集部）

http://www.lavasoft.de/

http://www.pestpatrol.jp/

http://www.lavasoft.de/support/download/

「スパイウェア」や「アドウェア」というものがあると知り、不安になりました。これはウイルスとは違うので

しょうか。どうすればチェックできますか。（東京都　鴉さん）

スパイウェアなら要注意
まずはツールでチェックを

●図2 有名なアドウェアCydoorや IEの

動作を変えるプログラムCnsminが見つ

かった。

●図1 ウイルスパターンファイルを更新

するのと同じように、最新の定義ファイル

をインターネットからダウンロードできる。
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